使える銅などを準備ずる 
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銅の巧質とおがで、使える〇巧えない X をお認する 


♦ IH ヒーターには、財団法人裝品を全協をの 宜□閒 または [1^ 盾 剛 [}{] マークの巧いた巧をおずずめします。 
(銷の説明»をよくお読みになり銷に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください。）. 


を•ち IH ヒーター や巧 ヒーター 


巧 

質 

巧.鉄窺物•なホー□— 

〇 

〇 

ステンレス 

證 

1 8-0 タイプ 
(磁石びつ <) 

〇 

〇 

18-8.18- 10 タイプ 
(磁石びつかない） 

r \ 底の厚さび 1 mm を超え 
U ると火力び弱くなります 

〇 

を層銷 

間にはさんでいる材質で、 
U 火力び変わります 

〇 

鋼•アルミ 

へ 軽いちのは乂力び弱<な 
〇 0 ます（調巧物と合わせて約 
一 1 kg しん!:で使用してください） 

A 巧ち出し銅は変形したり 
〇 乂力び弱くなったりする 
一 場合びあります 

ガラス•巧磁器（±巧など） 

直义用魚焼を巧 

(IH で巧えるとま示しているもの始む) 

X 

>c 超耐熱ガラスは使えます 

お 

巧 

底が平らなおげ --> 

W 

へ 平らな底の直径 

【 ) 12 〜 26cm のちの 

(飼•アルミは 1 己〜 26cm) 

r \ 平らな底の直径 

W 12 〜 18cm のもの 

底に反りや脚のあるおが 

UU 

r \ 反りや脚び 3mmLU 下 
し^ (编•アルミは ImmUTF) 

() 反りや脚び SmmUTF 

底びまるいお巧 n 

X 

X 


自動調理（湯わかし、炊飯）で使える鍋について 


自動調理(湯ねかし、炊飯)には、必ず gfl 闽または誦赁剛邸'巧きの鍋で次のものを使用してください。 

※アルミ•網銷は、自動調理(須わかし、炊飯)には使えません。錫の材質によっては、自動調理に使えないものもあります。 
※下記 LU がのやかんや銷を使用すると、自動調理(湯わかし、炊飯)び正しくでさません。 

自動湯わかし 自動炊飯 

参銷 底の径び1 己〜 23 cm のちの •鍋底の径び18〜 20 cm 、 底の厚さ1 万 mm ^ 上のをの 

♦鍋底び平らなをの(鍋底の凹凸（反りや脚）1 mm しソ 下） •鍋底び平らなをの (銷 底の凹凸（反りや脚）1 mm し U 下） 

♦ホー□一鍋は焦げつさやすく、使用でさません。 

自動 須わかし 巧巧 ケトル （2007 年7月現在）品ち：ケトル vi 夕 i 1 

型式：106346》ホ望ル売価巧：10加卵(触10.000円）、陣 I 」 

※お買い上げの販売店にご相談<ださい。お望ル売価巧は価格改定に伴い変更する場合びあ0ます。 


揚げものに使える鍋について 


印饮離淵な 
t ： 106087《 


を望小売価格：；7.245円(糊あ900円） 


• 付属の天ぷら銷ながは、絶対に使わないで< ださい。 

(銷底び変おした5使わないで < ださい。） 

• 油は已〇 og 〜800 g で、必ず r 揚げもの温度コント□—ル J を 
使用して調理してください。 

• 油煙びるく出たら里源を切ってください。 



付属の天ぷら鍋 L ソ外を使用ずると、 
乂災の原因になります。 







































IH ヒーター で、使える O 使えない X をお認ずる 



確認する鍋に水（約200 mL ) を入れ、 
IH ヒーターの 中央に置く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 


〇 

ランプを点灯させる 
麻- h ] を押し、通電する 


アルミ•銅鍋は、水と合わせて約 IkgJ ^ Lb にしてく 
ださい。 


電源ランプを点！打させる 


中火を押し、 


乂力表示を見る 

圍 


ffi える銅、使えない銅の表お 


使える鍋は 

乂カバーが点'打し、加熱がスタートします。 


火カパー 


局}^^ 思 

パ、一」 


I 


3 


使えない鍋は表示部が赤に変わり、乂力 
バーび交互に点'灯し r 鍋確認」を表示する。 


III 


高温を意瓣認 


I 


高湿を意 




「鍋確認」表示 


〇 


確認び終わったら 


の/スタ-卜を巧し、 通電を切る 


I 


3 


高澈ま意 ii 認 


I 


3 


約3日秒後にメ□ディーび鳴り、表示び消え、自動的 
に通電を停止します。 


続けて使わないとさは 

を巧し、 電源を切る 



電源 

の/入 


>トッププレートの温度び約80でじ(下になるまで 「高 
温ま意」 表示をします。 


高温を意 
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使える鍋などを準備ずる 




















































































巧つておいていただをたいこと 


同時に使えるヒーターと义力制限 


同時使用でさるのは、次の組み合わせです。 



または 田百 B 


•合計の消費電力び 5.8 kW (または 4.8 kVV ) を超えない 
ょぅ 曰 の火力び下びります。 

•田百 の同時使用時は II の火力び優先されます。 


•田曰 


で同時に揚げわの、自動湯わかし、自動炊飯は 
でさません。 


•自動調理の組み合わせによっては同時に使用でさな 
い場合びあります。 



まき機能 


巧知内容 自動停止 • 表示内容 


鍋無し自動停止 

通電中に IH ヒーターから鍋をおろしたり、 
鍋の位置び大さ < ずれた。 

約30秒後自動的に通電を停止します。 

(3 日秒内に戻せば通電は継続されます。） 

小物検知自動停止 

IH ヒーターの上に、ナイフやフオークな 
どの金属製ル物びある。または直径のル 
さな鍋びある。 

約30秒後自動的に通電を停止します。 
(金属製ル物を取り除くか、または鍋を 
交換してください。） 

揚げもの鍋反り 
検知自動停止 

天ぷら鍋の鍋底の反りや変形び大さい。 

ブヴーび鳴り自動的に通電を停止します。 
(鍋を交換してください。） 

切り忘れ防止 
自動停止 

ヒーター通電後、約4已分（グリル手動は 
約30分）経過した。 

ブヴーび鳴り自動的に通電を停止します。 

過熱防止自動停止 

鍋底温度び異常に上昇した。 

吸•排気□び而さびれたりして、本体内 
部の温度び異常に上昇した。 

ブヴーび鳴り自動的に通電を停止します。 
(鍋底の厚み、異物付着、または吸•排気 
□を確認してください。） 

グリル温度過昇 
自動防止 

グリ；レ内の温度び異常に上昇した。 

ブヴーび鳴り自動的に通電を停止します。 
(グリル内を冷却してください。） 

局温ま意表の 

トッププレートやグリ j レび高温（約8ぴ C 
上）になっている。 

高温注意表示び消えるまで触らないよう 
にしてください。高温注意表示中は自動 
調理はでさません。 

才ートパワーオフ 

電源「入」の状態で約30分放置された。 

自動的に電源び切れます。 

(高温ま意表示を行っているとさは働さま 
せん。） 
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IH ヒー ターと銷 


♦巧直の犀さび巧い （O.SmmUTF) 巧は、がめをのや空 
ださの強めの火力でのご使用はひかえ、弱めの火力 
で使用してください。（巧底の巧おを防ざます。） 


n I I底の巧い （O.SmmlU 下） 

ん * 11111 ..J I巧で巧めものを巧うとき 

はおめの义力で巧う 


•同じ菊でを、左•ちの IH ヒーターで义力び異なる場合 
びあ D まず。またかさい锅では、通里でをる場合と 
でさない場合あります。 



ち IH ヒーター 


♦左•ちの IH ヒーターの同時使用、または锅の種類によって、 
音（ジー音、カチカチ音、キーン音など）び発生する場 
合びあります。これは磁力おによる巧の振動で、異常で 
はあ0ません。そのまま使用して < ださい。 


が！^ 


♦銷底の水分や巧れ、付着物などは、必ずふさ取って 
から使用してください。 



水分や巧れ、付着物はふ 
を取ってから巧ラ 


グリル 



















IH ヒーターで調埋をする 


ゆでる、煮る、蒸ず、焼<、妙める、湿ゆる 


ち IH ヒ-夕-で説明しています。 



の； 





の/スタ-卜 とろ 


とろ乂 

弱乂 

中乂 

強乂 


Q Q 


〇 

@ 

@ 

〇 

@ 


ネオ科を入れた鍋を 
IH ヒーターの 中央に置ぐ 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源ランプを点'打させる 


とろ乂 

弱乂 

中乂 

強乂 


希望の乂力を押し、 

ランプを/ななさせる 


切/スタ-卜を押し、 通電する 


調理する 


調理び終わったら 


切/スタ-卜を押し、 通電を切る 


続けて使わないとさは 

n を押し、電源を切る 


電源 

の/入 


調理中はそばを離れず、調理の仕上がりに合 
わせ、乂力を調節しましよう。 


•調理中に火力を調節するには 


とろ乂 

弱乂 

中火 

強乂 

乂力「1」 

乂力「4」 

乂力「7」 

乂力「10」 


または 



を巧す。 


タイマーを使うとさは I 今 P .31) 

•組时 A 

•火力が強い場合、鍋ややかんの形状などによってはふ 
きこぼれたり、蒸気が勢いよく出る恐れがあります。沸 
とラした S 乂力を下げてください。 

•煮送みなどで長時間ご使用時は、途中でかき混ぜるな 
どし、ふきこぼれや焦げつかせないようにしてくださし、。 
特に調理タイマーを使用するとさは焦げつさにを意 
して < ださい。 

•みそ汁やカレーのルーなど底に沈殿しやすいちのを溫 
め直すときは、『弱乂』でかき混ぜなが 5 行ってください。 

※鍋底に沈殿したみそやカレーのルーなどび温まる 
と突然ふさ上げたり、鍋び跳ね上びることびあり、や 
けどの恐れびあります。 

•少量の油を入れて予熱する場合は、火力を弱めにす 
るなど加熱し過ざないよラにしてください。 

※油の温度び急激に上びり、油び発火することびあります。 
•鍋底の薄いもの、鍋底が反っているフライノ くンや鍋な 
どは 『強乂』 で予熱するとホ熱する場合びあります。 

• 「火力」キーを押した後、約 30 秒内に「切/スタート」 
キーを押さないとブザーが鳴り自動的に解除されます。 
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調理の種類と义力調節の目安 


义力表示の見かた 


B 注意 


I E 


ミ!? 


とろ义•弱乂 中义 強义 ’ A イパワー 

『！』〜『5』 『&』〜『8』 『3』〜『剧 

•火力に応じて、液晶表示び3色に光り、ノ く一の長さと数値で火力の設定状態を表示します。 

•火力は r 1」〜 r 12」まで調節できます。 

•液晶表示は、左•も IH ヒーターの操作を終えてから約 10 秒後に減光します。再度操作をすると、もとの明るさに戻ります。 


义力の目ま 

I ■ ■ ■ ■ S ,! 




1 

：1 

コ 

U 

C 

C 

n 

0 

0 

in 

1 

こ 

ご 

1 

ご 

0 

1 

0 

ご 

IU 


リニ 


消費電力 

100 W 

相当 

200 W 

相当 

300 W 

400 W 

ゆでる 






めん類•根菜 


1.6 kW 

2.0 kW 


■ 


カレーなどのとろみのあるちの 


煮る 



•火力「12」は火力び強いため、特に少量の食品を調理する時は、鍋やフライパンを傷める恐れびありますので、 
火力を下げることをおすすめします。 

•火力「12」の連続使用時間は最大約]日分です。]日分を超えると自動的に火力「11」に下びります。 

•火力「12」「11」の連続使用時間は合計で最大約]己分です。]已分を超えると自動的に火力「10」に下びります。 
•アルミ•銅鍋などは火力「12」に設定しても最大約 2.6 kVV となります。 


W ヒ—夕—で調理をずる(ゆでる、煮る、蒸ず、焼く、炒める、温める) 
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IH ヒーターで 調埋をする （つづき) 


揚げる （揚げもの温度コントロール) 


参ち IH ヒ-夕-で明しています。 

•左•ち IH ヒーターで同時に揚げちのはでさません。 



とろ乂 

弱乂 

中乂 

強乂 


TV 


油を入れた付属の天ぷ5鍋を 
IH ヒーターの中央に置ぐ 


電源 

枕/入 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 


〇 

電源ランプを点好させる 

@ 田 を押し、 r 揚げもの」 の位置に 
「▲」 マークを 点なさせる 

@DD を押し、油温を設定ずる 
0 [^质 - 9 を押し、通電する 


•組は A 

•必ず付属の天ぷ5鍋をご使用ください。 

鲁油量は約己0 Og (560mL) 〜約80 Og OOOmL) 
を入れてください。 


メニュー選択 



揚をもの湯わかし保温欣飯 


♦ 


SC 


1-广揚げもの)湯わかし]^「保ミ豆 j 户炊飯卜 

告 . 心個国…乂 . T 


じ词仆！&ロイ ► !••間 


乂 


?[の■仆巧引イ M 旧13 


メ □ディーび鳴ったら適温です。 


適溫になった5調理する 


局;皿ま忌 


局;皿 ミ±忌 




調理び終わったら 


の/スタ-卜を押し、通電を切る 


メ Qt イ^ 



適温 

♦予熱び終了するとメ □デイーび鳴って、「適温」を表示します。 
•約5日 Og の油で約8分かかります。 


続けて使わないとさは 

—口 _ 

を押し、 電源を切る 


Y 


電源 

切/入 


>トッププレートの温度び約8ぴ Cli (下になるまで 「高 
溫ま意」 表示をします。 


1 


高澈主意 




1Q 天ぷ5鍋のお手入れは ^p.3 已） 




























































































温度調節の目ま 



※油温設定は調理時の温度目ちです。巧 S や材料により異なります。また材料び入っていない場合は、やや高めの温度になります。 




揚げちの調理中は 

♦場げもの現 S 中はそばを 難れ ない。 

♦付属の天ぷ 5 巧 1U 外は 巧 巧に巧わない。 

銷底び変おしたちのは使わない。 

•銷はヒーターの中央においてくださし、。 
♦必ず揚げちの温度コントロールを使用する。 
参巧は 50 Og (560mL) 未巧では 男 巧しない。 
(油び過熱され、発乂する恐れびあります。） 
♦ 巧煙びみく化たら ( を切る。 


瞧。陆1,誦 ♦次のよラな場合、揚げちの錫反り検巧自動停止び作動し、通逗を停止することびあります。 

•銷底び約 2mm け上反っていたり、変おした銅を使用した場合（錫を交換する (- »P.12]) 
•鍋底やトツフフレートに異物や巧れび付着している場合（お手入れをする 如 1 己、 34) ) 
•予熱中に油ををぎ足した場合（揚げもの温度コント□—ルの設定をし直す (- »P.18 )) 
※油の種類によっては油煙び出る温度び異なります。（油の説明書を確認してください。） 
※付属の天ぷら銷は絶対に空ださしないで<ださい。 

※再使用油は油煙び出やすくな0ます。 



W ヒ—夕—で調理をする(揚げる】 
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IH ヒーターで 調埋をする （つづき) 



ち IH ヒ-夕-で説明しています。 





ネオ料を入れた鍋を 
IH ヒーターの 中央に置< 


〇 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 


•綱は— 

•保温でさるのは、汁物（みそ汁、スープなど）や力 
レー、シチューのみです。（ごはんや炒めものは 
保温できません。） 

•保温できる量は約200〜80 Og まででず。 
※必ず調理終了後の調理物を保温してください。 


電源ランプを点！打させる 


@ 田 


を巧し、 「保温」 の位置に 
「▲」マークを点！打させる 


メニユー選択 




を巧し、温度を設定する 


揚げもの湯わかし巧[忌欢飯 


SC 


I- 〔揚げもの)户湯わかしし保温「炊飯！■: 

夺 . ■制をィ . T 


【の/て》-卜 I を押し、通電ずる 


保温温度設定 


•保温中はとさどさかさまぜて、焦げつかせ 
ないよ5にしてください。 

•長時間保温すると焦げつく場合びあります。 
•保温中む温度を変更でさます。 




8 引仆那 I 


カレー、シチューなど 


みそ汁、スープなど 


温度は目安です。調理物の種類や量、鍋の材質•大 
ささにより実際の温度と異なる場合びあります。 


保温び終わったら 


切/スタ-卜を巧し、 通電を切る 


続けて使わないとさは 

口 

を巧し、 電源を切る 


イ 

V 


•最大約4已分で自動的に通電を停止します。 
タイマーを使うときは b > p .31 1 


>トッププレートの温度び約80で I ソ下になるまで 「高 
温ま意」 表示をします。 


電源 

枕/入 
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•綱は— 




〇 


水を入れた鍋ややかんを 
IH ヒーターの 中央に置く 


•湯わかしがでさるのは、常温の水道水のみです。 
•水!;^がのだし汁やスープ、ミルク、むぎ茶パック 
などをわかさないで<ださい。 

•水量は1〜 2 L (満水■の60%)までです。 

•必ずふたをしてください。 


電源 

の/入 


を r ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源ランプを点なさせる 


メニュー選択 


揚げもの湯もかし保ミ忌贼飯 


@ 田 


を押し、 r 湯ねかし」の位置に 


「▲」マークを点！なさせる 


レ f 


I - 〔揚げもの1户湯わかり K 保温炊飯つ； 


A \ 




4- 


を巧し、温度を設定する 
1^/ スタ- 9 を巧し、 通電する 


A 


湯わかし温度設定 


U 非 

1 か 


3 


低め 


標準 


局め 


〇 


トッププレートが熱い場合は通電できません。 


•お湯びわくとブヴーび鳴り、約已分間保温し 
ます。 

•保温び終わるとメ□ディーび鳴り、自動的 
に通電を停止します。 


湯わかし中 

而たの開閉、水の追加はしないでください。 


局/皿ミ王忌 


湯わかし 


お湯がわくと 


局/皿';王忌 


湯わかし 


( ピッピッピッ） 



鍋の材質-大ささ-水温-水量などにより、お湯 
びわく前にブヴーび鳴ったり、わいてもすぐに鳴 
らない場合びあります。 




続けて使わないとさは 

n を巧し、電源を切る 


電源 

の/入 


>トッププレートの温度び約80でじ(下になるまで 「高 
温ま意」 表示をします。 




高温ミ主意 




IH ヒーターで自動調理をする 


自動湯わかし 


•綱凶— ♦ち IH ヒ-夕-で麵しています。 

•左•ち IH ヒーターで同時に自動湯わかしはでさません。 




mimi 


とろ乂 

弱乂 

中乂 

強乂 




w ヒ—夕—で調理をする(保温) / w ヒ—夕—で自動調理をずる(自動湯わかし) 
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IH ヒーターで自動調埋をする口づき) 


自動が飯 


参ち IH ヒ-夕-で明しています。 

•左•ち IH ヒーターで同時に自動炊飯はでさません。 



ネオ料を入れた鍋 (今 P .2 3 ) を 
IH ヒーターの 中央に置く 


•姐时 A 


電源 

助/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


〇 

電源ランプを点なさせる 

@ 田 を押し、「丈欠飯」の位置に 
「▲」 マークを 点なさせる 


0 


•炊飯中は、飛まつ（泡）が飛び散ります。 

•自動炊飯は、約 37 〜 40 分かかります。 

•炊飯終了後、ふたが開かないとさは 『弱乂』 で少し加熱し 
て < ださい。 

•炊飯の残時間が確定すると残時間を表示します。 

メニュー選択 

■ !■ 

■ 旨離 i i げもの ib か L 傲 S 臟 !■ 



: - fl げもの〔湯わかし)户保温 1 が炊飯 }- 
長 . ^4■…■刮紅…乂 . 


お米の量設定 



を巧し、 

お米の量を設定する 






I カップ 


S カップ 




3カップ 


の/スタ-卜を巧し、通電する 



トッププレートが熱い場合は通電できません。 


•炊さ上げ後、蒸らしび終わると、メ□ディ- 
び鳴り、 自動的に通電を停止します。 




•お好みにより炊さかげん（鍋底の焦げ具合）び調 
節でさます。 

通電スタート後のランプ点滅時（約 I 日秒間）に 
を押します 



! U 

1か 

•‘ 1 

1非 

1卜!1 


ぶわめ 


標準 


つよめ 


自動炊飯び終わったら すぐにほぐす 

続けて使わないとさは 

を押し、電源を切る 


電源 

の/入 
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巧飯の準備 


付属の計量カップで米をはかる X 〇 X 

•すりきり I 杯び約 ISOmL (約 I 合）です。 


•]〜3カップび炊けます。 

•炊さ上びりをお好みのかたさにしたいとさは、 
水量を増したり減らしたりしてください。（増 
減する量は]日％までに） 


白米 

水 

1カップ （ ISOmL ) 

220 mL 

2カップ (360 mL ) 

420 mL 

3カップ (己4日 mL ) 

己己 OmL 


無洗米 

水 

1カップ （18 日 mL ) 

240 mL 

2カップ (360 mL ) 

4已 OmL 

3カップ (己4日 mL ) 

680 mL 


@米を研ぐ 


•充分に洗い流してください。（おこげび出来たり、 
ヌカ臭くなる原因） 

•無洗米をご使用のとさは、水を入れてにごりび強 
し順合は軽くすすいでください。 


技^爭ろ 


①たっぷりの水でヴッと 
かさ混ぜ、水を素早く 
捨てる。 


③「研ぐ^先い流す」をく 
り返し、水びされいに 
なるまで洗う。 




米を研いだ5ざるに上げて充分に水切りをする 

•ざるに上げたまま放置しないでください。（米び割れてベちゃつさの原因） 



〇 


水を入れ30分上浸し、水を含ませる 
(冬場は1時間似上） 


•お湯は使わないでください。（芯び残る原因） 

•アルカリ度の高い水で炊飯すると、ごはんび黄変したり、ベちゃついたりする 
場合びあります。 

•無洗米は、必ず底からかさ混ぜ米と水をなじませてください。 



炊き込みごはんを炊くとを 




•水量…調味料の分量だけ減らす（米は水だけで浸す） 
•具……米の重さの30%程度 

炊く直前に、調味料を入れてかさ混ぜ、具を米の上に 
載せる。 



•米 


W ヒ I 夕 I で自動調理をずる(自動巧飯) 
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